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(1)
か つて,ハ ックルベ リー ・フ ィンとい う年端 のいか ぬ少 年が,物 語 りを語 る
作 品 に出会 った読者 は,そ の意外 な視点 に,ど れ ほ ど驚 い た こ とだ ろうか。 そ
して一様 に,そ の仕事 の苦労 が並大抵 の もので はな い こ とを察 して,畏 敬 の念
を抱 いて きてい る。だが フ ォー クナー は,ト ウェイ ンの何 層倍 も困難 な ことを,
7"lieSo撒4andthe施η の第1章 でや って しまったのだ。実際,白 痴 でお し
の男 に,何 事 か を語 らせ る とい う発見 は,"ARhetoricforBenjy"の著者L.
MoffittCecilならず とも,驚 嘆 しないで はい られ ないω。 ま こ とに,別 の研 究
家 の言葉 の示す とお り,"impossiblediscourse"とい うほか はな い{2)。とは言 え,
Bleikastenが,そのゆ るぎな い成果,TheMostSPIendidFailztreで言 って い
る とお り,「施 設 にいる白痴 で はな く,文学 上 の 白痴」(3)のデ ィス コース なのだ と
い う大 前提 に,異 論 をさ しはさむ読者 は全 くいない。ポ
その 白痴Benjyの目の前 に展開 す る状 況や意識 の 中 に浮 か ぶ光 景 は,壁 に と
まってい るハ エ の 目や,隠 しカ メラの レンズ に映 ってい るか の ように写 し取 ら
れてい る しω,テープ レコー ダー に録 音 され るかのように正 確 に収 音 されている陶。
作品 の第1章 は,1928年4月7日 のべ ンジー の一一日の行動 の中 で,何 らか の き
っか けに伴 って,か つ て幼 ない頃 の彼 の 「カメラ」 や 「テー プ レコー ダー」 に
採録 された シー ンが,次 か ら次 へ とあたか も"し りと りゲーム"で で もあ るか
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の ように㈲,蘇 って くるのである。(これを,こ の日一 日のベ ンジーの行動 の際
中に起 った ことを語 っているので はな く,彼 が眠 りに落 ちる直前の一瞬 に脳裏
を横切 った ものであ ろうと説 く研究者 もいるσ)。た しかに これを,いわ ばヴィデ
オテープの ような ものに採 られたシー ンが再生 されている有様で ある と考 えれ
ば,十 分納得のい く考 え方 である。)
ベ ンジー の語 りの中に蘇 って くる場面 は,極 めて精妙で あると同時 に,彼 が
白痴 であ るため に,様 々の制約や限界が ある。 この点 で も,ヴ ィデ オテープの
持 つ優れ た機能 にも,ま たその機械 の持 つ限界に も共通 している。 た とえば,










こ こ に は,ベ ン ジ ー 以 外 に 少 な く と も3人 の 人 物 の 声 が 混 っ て い る。 そ の 声 の
内 容 は(テ ー プ レ コ ー ダ ー の よ う に)正 確 に伝 え て い るが,明 る さが 不 足 して
い る た め に,(カ メ ラ と同 様 に)そ の 声 の 主 体 を識 別 で きな い 。彼 は,姉 のCaddy
が 言 う よ う に"Hecansee(49)"であ り,Dilseyが知 っ て い る と お り"hehear
you(35)"なの で あ る。
そ ん な ベ ン ジ ー は 白 痴 で あ る と は言 う もの の,黒 人 の 老 人Roscusの知 っ て い
る とお り"Heknowlotmerethanfolksthink(35)"であ る。 しか し彼 は,(機
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械 と同様 に)自 分で考 えた り,判 断 した り,意 志 を伝 える ことを,言 葉 を用い
て実行 す ることはで きない。 だが,(機 械 とは違 って)快 ・不快 を感 じた り,物
事 を認識 した り,意 志 を伝 えたい とい う意欲 は十分 に持 ち合 わせてお り,し か
もそれ を他 の人々 に伝 えることがで きる。 つ ま り,泣 き声で訴 えた り(第4章
の表現 によれ ば,slobber,whimper〔一番多 く11回用 い られてい る〕,moan〔5
回〕,weep,bellow〔5回〕,wail〔7回〕,roar,cryなどの用語 が使われ てい
る),行 動で示 した りで きるのだ("Iwastryingtosay"と7回繰 り返 す場 面
〔52-3〕が その典型)。
そんなベ ンジーではあ りなが ら(そこが"impossil〕lediscourse"のゆえんだが),
TtieSoundavadtheFaryの読者 に対 してだ けは,彼 の意識 の中 を横切 る言葉
を通 して,ち ゃん と伝 えることので きる仕掛 けになってい るのだ。彼 はそれを,
他人 に向かって音声化 して伝達 する ことはで きないが,500語余 りの語 いを使 っ
て,意 識 の内 を流れ る思 いを,テ キス トの上 の文字 に留 め ることはで きる〔9)。そ
して読者 は,そ の語 いの限度 内で,彼 の意識 の動 きを知 る ことがで ぎるのだ。
作品の第1章 で,純 粋 に彼 の意識 を伝 える部分 は,26パー セン トを占めている
とい う㈹ 。その部分 を通 して読者 は,彼 の泣 き声の意味 や行動 の意味 をは じめ,
彼の存在 の意味が よ く分 か って くるので ある。
で は;そ の26パー セ ン トの部 分 を主 な手 が か り として,読 めて くるの はどん
な ことなのか。ベ ンジーの意識 に蘇 る主 要な事 が らは,作 品 の現在 に相 当す る
1928年4月7日の出来事 の他 に,14～5件 ある。 その中で も,姉 の キャデ ィに
まつわ る思い出が,中 心の部分 を占めて いるの は周知 の ことであ る。特 に彼が
3才(1898年),5才(1900年)の頃の思 い出 は,姉 弟 の絆が強め られ てい く幸
福 な日々の ことで,最 も瀕 ぱんに意識 され る。 それ と同様 にキ ャデ ィが彼 か ら
離れてい く様相 も,し ば しば意識 の中 に蘇 って くる。 そ して1910年以降 は,彼
女 はベ ンジーの前 か ら消 えて しまう。 この間 を含 めて,1928年に至 るまでのベ
ンジーの喜 びや悲 しみに丁寧 につ き合 ってい る読者 は,こ の人物 の経験 のそれ
ぞれ の段 階で,彼 の意識 に有 った もの と,無 か った もの,あ るい は途 中で無 く
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なって しまった もの等 が,極 めて整然 と記 され てい る ことに気付 くで あ ろう。
そこで,本 稿で は,特 にベ ンジーの"感 覚"に 焦点 を当てて,彼 の幼少の時
に何が有 ったか無か ったか,そ して年長 にな って,こ とに1928年4月の現在 に
なって,.何が有 って何 が無 くな ったか,と い うこ とを考察 したい。つ ま り,1928
年の時点 で彼 の感覚 に及 ぶ もの と,そ れ以前 の もの との,質 や量 の差 を具体的
に検討 し,そ の ことを通 して作 中のベ ンジーの意味 を明 らか にしてい きたいの
であ る。
(II)
(a)視覚 について一一先 の引用文 の ところで も述べ た通 り,視覚が作用す る
明 るさがある限 りは,物 事 の動 きを精密 に とらえることがで きる(川。キャディ
のお尻が"wetandmuddy"(24)であ るとい う象徴的な光景 をはじめ,母 親 の
手 元 に届 いた火が反射 して,"ringswerejumping"(61)とい う鮮 明な映像や(12),
Quentin嬢の眼 に火が映 ってい る情景 な どにっいて は,正確 にしか も鋭敏 に,視
覚 を働 かせ ている ことを,見 て とる ことがで きる。
しか し,ベ ンジーの視覚 の特色 は,(1)色 彩 に乏 しい こと,(2)し ば しば
物 が主体 になってい る ことであ る。色 彩 について は,彼 の語い力 とも関係があ
るので,安 易 に論ず る ことはで きないが,明 暗 を示す語以外 は,ま った く稀 に
しか用 い られ ていない。 それ らを数 えあげてみる と,red,brown,green,blue,
yellowの5語だ けであ る。しか もredが太陽 と男 のネ クタイ とクッシ ョンに関
して用 い られ る場合 を除 けば,brown(20)も,green(20)もblue(20)もyellow
コ の じ コ 　 　 　 　 　 　 　 　 　
(63)も一渡 だけ しか使 われていないのだ。 この5語 を用 いた,も う少 し多彩 な
世界 の展 開 は,期 待 すべ くもない。
また色彩 を伴 な う語が用い られて しかるべ き個所 に,別の単語即 ち"bright"と
いう,色 の判別 を不可能 にする ような性質 の ものが使 われる ことが ある。木 の
葉の色 も"brightrustlingleaves(14)"とな るのである。 もっ とも,こ れ はベ ン
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ジーが3才(1898年)の 時 の ことなの で,彼 の表現力 の不足 に帰す こ ともで き
るだ ろう。 また一方,"brightな物(shapes)"に言及 して い るの は,諸 家 の指
摘 す る とお り,ベ ンジーが快感 を覚 えた り,眠 りに陥 る瞬 間の場 合が殆 どであ
るc13)。従 って,こ れ は単 なる色や形の描写以上 の もので,彼 が快感 に身 を委 ね
て,精 神 の活 動が停止 した状 況 の表現 と,読 ん だ方が いい場合 が多 い。
いずれ に して も,ベ ンジーの内面 は,色 彩 の面で は,精 神活動 の伴 なわ ない
世界 であ り,殆 ん ど白黒 映画 の ような世 界 と言 えるだ ろう。寂々 とした風景 。
それだ けな らまだ しも,時 た ま,赤,青,茶,黄 色 が突然表 われてす ぐ消 えて
い く。 まこ とに不 吉 な風景 で はないだ ろうか。
前述 の"brightな物"お よび"shapes"にっ いて,も う一 点注 目してお きた こと
が あ る。 それ は,こ れ らの語 が用 い られ てい る時期 に関 してで ある。先 にあ げ
たbrightが使 われ た時期 は1898年だが,他 に"(bright)shapes"が用 い られて い
るの は,父 の墓参 りの シー ン(1913年頃,〔18,19〕),キャデ ィの結婚式 の シー
ン(1910年,〔27〕),彼が手術 のため に麻 酔 を受 けるシー ン(1911年頃,〔54〕),
彼 の名 前が変更 された頃 の場面(1900年,〔63〕),キャデ ィと眠 りに就 く場 面(1898
年,〔72〕)である。 一方で,こ の作 品第1章 の現時点 に相 当す る1928年4月7
日の意識 の中 では,一 度 も使 われ ることのな い語 になってい るの だ。 この こ と
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か ら も,ど うや ら現在 のベ ンジー は,快 の感覚 に無 縁 の 日を送 ってい るので は
ないか と,推 測 す る ことがで きるの はな いだ ろうか。
ベ ンジーの視覚 の もうひ とつ の特色,つ ま り,物 が主体 となって,そ れ 自体
が生 き物 でで もあ るかの ように語 られて い るこ とについ て は,今 さ ら指摘 す る
まで もないだ ろう。her〔my〕hand,bowl,room,flower,fire,window,dark
な どが主語 となって"came(back),wentaway〔black〕"した り,"myhands
sawtheslipper(70)"だった りす るのであ る。 ここに語 られ るイメー ジ は,カ
メラの映 像 に写 るイ メー ジの ようだ。 ベ ンジー の視覚 はこの時,機 械 と同様 に
rigidになってい るのだ。
ところで,こ の1日 も終わ ろ う としてい る刻 限で,先 に引用 した彼 の 「手 が
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ス リッパを"見た"」と語っているということは彼の感覚の どんな特質 を示す も
のだろうか。たしかに,電 灯の点いていないこの暗い部屋の場面では,視 覚 は
働 かないのも仕方あるまい。が,・そうであればそれな りに,ベ ンジーな りの表
現法 もあ り得 るのだ。た とえば,周 囲が暗 くなって雰囲気(あ るいは足音か何
か)だ けしか分 らない場面を,こ んなふ うに表現 したことがある。
`Getonhomenow.'FronyandT.P.wenton.Wecouldn'tseethemwhen
theywerestillgoingaway.(47,Itamine)
またベ ンジー の語 いの中 に は"feel"とい う語 もあった はずだ(32,49)。だ とす
れ ば,"myhandssawtheslipper"と言 わず とも,"Icouldn'tseetheslipper,
butIcouldfeelit"とい うような表現 も可能 であった はず だ。 それな の に彼 は,
なぜ先 の よ うな妙 な言 い方 をしな くて はいけなか ったのだ ろ うか。
この表現 につい て も,そ れ ぞれの語 が発せ られ た時期 を検討 してみ よ う。先
の"Wecouldn'tseethem"と"正常 な"表 現 を用 いてい るの は,ベ ンジーが3
才 の時で あ り,"fee1"とい う語 い を使 い こな して いたの は,3才 の時 とキ ャディ
が結婚 した15才の時 の こ とで ある。(feelあるい は触 覚 につ いて は後 述 す る。)一
方 「手が ス リッパ を見 た」 と異常 な表現 をしたの は,彼 が33才の現 在 の時点 の
ことであ る。 ベ ンジーが元 々語 い力が少 ないた めに,自 分 の意識 について も十
分 な表現 ので きないの はや むをえない。 だが この33才の時点 で は,表 現 が拙 い
ばか りでな く,異 常 さ,別 の言葉 で言 えば,感 覚 の混乱す ら回,見 せ るよ うに
なったので あ る。
ベ ンジー の5感 に関す る意識 の中で は,他 の諸 感覚 に比 べ て,視 覚 に関 す る
ものが最 も多い。彼 の意識 の中に言葉 として表 われ る5感 の半分 近 くを占めて
い る と言 って よいだ ろう。彼 の感覚 の世界の大 きな部分 を占めてい る,そ の感
覚 が,こ の よ うに薄暗 く(そ うい えば この作品が構想 され た時 の最初 のタイ ト
ル はTwilightであった(15)),混乱 した もので ある とい う ことは,白 痴で あ るこ
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とを考 え合わせ るまで もな く,悲 惨 な こ とだ。が,悲 惨 さは,視 覚 の点 に限 っ
て も,こ れだけではない。 た とえベ ンジーに視 る力が あって も見 えない ものが
あった り,見て はな らない ものが見 えて しまった りす る場合があ るか らであ る。
(a')視覚 について(続 き)第1章 の終 り近 くで,ベ ンジー の崩れ始 めた
世界 を決定的 に示す シー ンがあ る。 それ は1928年の現在の一 日が終 って床 に就
こう としてい る ところで ある。
IgotundressedandIIeokedatmyself,andIbegantocry,Hush,Luster
said.…Heputmygownon.Ihushed,…(71)
ここでの彼 は,「見 ようとして も見 えない もの」を見 て,泣 き出すのだ。 そ して
ガ ウ ンを着 た瞬間,「見 えない もの」も見 えな くな るので泣 き止む ことがで きる。
ベ ンジー は同 じ時刻 に もうひ とつの光景 を見 る。
Wewatchedthetreeshaking,…thenitcameoutandwewatcheditgo
awayacrossthegrass.Thenwecouldn'tseeit…(71)
それ(it)がクェンテ ィン嬢 の部屋 の窓か ら抜け出 して,外 へ出て行 くシー ンで
あ る。
これ らの語 りの意味 について,ベンジー 自身の語 りは何の説明 もしないので,
初 めて読 んだ読者 に は何 の ことか分 らないだろう。後続 の章 を読 んで初 めて分
る ことなのだが,最 初 の引用文 は,ベ ンジーが 自分 のcastrateされた肉体 を見
た場面で あ り,次 の文 はクェンテ ィンが家出 をす る瞬間の場面であ る。 この日
のべ ンジーの最後 の視覚 と意識 を捕 えた ものが,彼 に とって極 めて大 きな喪失
感 につなが る ものだったの は,意 味深 いことであ る。
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(b)聴覚について一 優 秀なテープレーダー的機能を具 えたベ ンジーは,彼
の耳 に入った他の人々の行っている会話や,発 している音声は,あ りのままに
正確 に再生 している。まるで左の耳から入って右の耳に通 り抜 けるかのように。
一方彼の意識の中に捕えられ,留 まった昔の情景 も,微妙な変化 をよ く捕えて
巧みに表現 している。たとえば1913年頃の外出の時の車輪の音の変化 について
は,こ んなふ うに(意 識の中で)語 っている。
Thecarriage/oltedandcruncJ2edonthedrive.…Wewentthroughthe
gate,whereit〔iidn't元o〃耽 夕more.(17,Itamine)
彼 は また,豚 や牛 や草木 の出す音 を はじめ,水 や屋根 の音,そ して人 々の発
す る音声 を聞 き取 る ことがで きる。 中で も,聴 覚 的 な ものが意識 の中 に留 まっ
て,や がて語 りを通 して伝 え られ る頻 度が最 も多 い情景 は,母 親 も含 めて一家
の人 々全員 と,Vershが次々 と部 屋 に出入 りして,火 にあたった り姉弟 げんか
をす る,1900年頃の雨 の 日の場面で ある(57,62,63,65,66,67,68)。ここ
で は"Wecouldhearthefireandtheroof〔andVersh〕(68)"とい った類 の
語 りが,20回余 り繰 り返 されて い るのであ る。
それ に比べ る と,1928年の現在 の時点 の聴覚 は,相 当に貧 しい もの になって
い る。た しか に,彼 の耳 に入 った言葉 は,前 述 の とお り着実 に再生 され ている。
しか し,彼 の聴覚 はテー プレコーダーの役割 を果 た しているだけで,聴 き取 っ




の2例 の他 に,音声 を意識 に留めている表現 は"Myvoicewasgoingloudevery
time(59)"ぐらいな ものである。第1の 例 は,彼 のバースデーケー キをラスタ
ーが横 取 りしている音 であ り,2番 目は母が孫の クェンテ ィンを閉 じ込 め る音,
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3番目は火傷 の痛 みを討 える声である。
ベ ンジーの聴覚 に関 して も,か ってのハ ッピーな思い出につなが る部分 ばか
りが,現 在 の意識 に上 って くるのである。 それに反 して,現 在進行中の事柄 に
対 して は,聴 覚が意識的 に働 ら くことは殆 どない。 た とえ意識 に留 まるにして
も,そ の場合 は上 にあげたように,彼 に とって不幸 な出来事 に直面 した時だけ
なのであ る。
とは言 え,彼 の聴覚 が無意識 の内に受 け とめて,全 身の反応 を起 こす ものが
ある。 それ は言 うまで もな く,〈キャディ〉という音声である。1928年における
この音声 は,「愛情 」その ものの記号で あった彼 の幼い頃のそれ とは,す っか り
変質 してしまっている。 ただ彼 を悲 しませ るだけの ものになっているのだか ら
(22,55,280)。この ことをもって して も今 の彼 の聴覚面での悲惨 さが,良 く理
解で きるであ ろう。 そのあた りのこ とを,彼 の臭覚 は,も っ と雄弁 に語 って く
れ るだ ろう。
(c)臭 覚 に つ い て一 一－TlzeSoundandtheFμη の 読 者 を一 様 に 驚 嘆 させ
る もの の ひ とつ は,第1章 の ベ ン ジ ー の 示 す 異 常 で 鋭 敏 な臭 覚 で あ ろ う。 特 に
11回も繰 り返 され る"Caddysmelledliketrees"(うち 一 回 は～leavesとな っ
て い る)と,彼 女 が そ の 匂 い を失 う過 程 が,彼 女 自身 の大 人 の セ ク シ ュ ア リテ
ィー を獲 得 して い く過 程 に,実 に 見 事 に対 応 し て い る こ と は,本 作 品 が 出版 さ
れ た 当 時 か ら,殆 ん どす べ て の 読 者 を感 服 させ て きた こ とで あ る。
彼 の 鋭 敏 な 臭 覚 につ い て はT.P.も(38,80),クェ ンテ ィ ン も(80,84,85),
デ ィル シ イ も(84,85,256)承知 して い る。 彼 の 臭 覚 で 意 識 に上 る もの は,先(ρ
キ ャ デ ィの 匂 い の他 に,次 の よ うな も の が あ る。cold(13),Versh('shouse)
(32,67),bed(32),covers(34),pigpen(38),Father(63),Quentin(65),
something(72),it(37,38)sickness(61),そし てclothesとsmoke(とも に
20)で あ る。 ま た,"smelledliketrees"とい う表 現 に 見 る よ うに,彼 が 匂 い
を た とえ て い る も の の 中 に は,樹 木 の ほ か に は,1eaves(13),T.P.(32,34),
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pigs(38),rain(63,65,67),dog(67)などが ある。
これ らの匂 いの うち,不快 な匂 い あるい は不 吉 な匂 い を持 つ ものは,sickness
とitであろ う。読者 に とって は,病 気 の匂 い は母親 のそれで あ り,itの匂 い と
は父親 の死(の 雰囲気)で ある こ とが分 ってい るか らだ。彼 は他 の人物 の病 い
や死 に対 して は,臭 覚 で意識 していない。 白痴 のベ ンジー と両親 の問 の,特 別
な絆 と,彼 の持 つ格別 に鋭敏 な臭覚 を示唆 され る ところであ る。 この2つ の匂
い以外 で,ベ ンジーが意識 す るもの は,自 然 の中 の植物 や動物 の素朴 な物 の匂
いであ った り,ベ ンジー を可愛 が って くれ る人達 や,彼 らの所 有物 の匂 いで あ
る(16}。ここで注 目 した いの は,こ れ らの全部 に対 して(pigSも含 めて),ベ ンジ
ー は好感 や快 感 を覚 えてい る とい うことで ある。 換言すれ ば,不 快 な ものに対
して は,彼 の臭覚 は殆 ど働 かない のだ。
だが,こ れ らの匂 いの中で,1928年の現在 の時 に,ベ ンジーの意識 に入 って
くる もの はどれであ ろうか。実 はそれ は上 に ピックア ップ した臭覚 に及 んだ も
のの一 覧 の中で最後 に挙 げた2つ(clothesとsmoke)だけであ る。 しか もテ キ
ス トで は,1ヶ 所 に まとめて出て くるだ けであ る。"Icouldsmelltheclothes
flapping,andthesmokeblowingacrossthebranch(20)"と。っ ま り,臭 覚
の面 で も,現 在 のベ ンジー は,か つての豊 か さや鋭 さを失 って しまって い るの
であ る。
また,た とえ1928年の この 「1,衣類 や煙 の匂 いが意識 され た として も,こ れ
　 　 の 　
は彼 の住 む屋敷 の外 に出てい る時 の ことで あ る。 ディル シーが 「この坊 や はお
屋敷 の外へ出 られれ ば泣 き止 む(264)」と言 って いる所 が あ るが,ベ ンジー は
この時泣 き止 むばか りで な く,こ とに よる と匂 いの感覚 も蘇 らせ る こ とがで き
るので はないだ ろ うか。 だ とすれ ば,こ の章 の翌 日の こと(1928年4月8日)
を記 した第4章 の最後,即 ち この作 品その ものの最後 のペ ー ジで,ジ ェィ スン
が 「きさま ら,今 後一度 で も,こ いつ(ベ ンジー)を 門の外 へ出 した らブ ッ殺
す そ(284)」と言 った時,ベ ンジーが家 の中 に永 久に幽閉 され る ことが決 まっ
たばか りでな く{17},彼の臭 覚 も永久 に失 われ て しまうことにな るだ ろう。
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ところで,ベ ンジーが意識 す る匂 いの殆 ん どは,前 述 の とお り,彼 が愛情 を
感 じてい る物 や人 々の もので ある。 ここで留意 したい ことは,1928年の現在 の
時点 にな ると,ベ ンジーが匂 いを意識す る人 間が,周 囲 に全 然いない というこ
とで ある。 ことに,ベ ンジーの世話 をす る黒人 は,ヴ ァー シュ,T.P.,ラス タ
ー と順 次後 にな るに従 って,不親切 になってい るが佃),その ことは,〈ラスター
に匂 いが ない〉 ことか らも証 明す る ことがで きよう。母親 に関 して も同様 のこ
とが言 える。 彼 はた とえ抱擁 され た時で も(15,71),母の匂 いを嗅 ぎ とること
はないばか りか,何 の意識 も働 いていないのである。(前述 の母の病気 の場合 は
例外 だが,そ れ とて 「母 の匂い」で な く,「病気 の匂 い」なのだ。 なお また,彼
を最 もよ くいたわ って くれてい るディル シー に対 して も,彼 は匂 いを感 じてい
ない。 これ は多分匂 い とい う感覚 を介 さな くて も,耳 〔言葉 〕や 目を通 して,
彼女 の愛情 を十分 に知 ることがで きる上 に,味 覚 〔食事 はすべてデ ィル シーが
作 る〕 や触覚 〔た とえば火傷 の手 当ての場面〕 を通 して も,愛 情 を享 けている
ことが,ベ ンジーに も容易 に分 ってい るか らなので はないだ ろうか。)
(d)味覚 ・触覚 について一 一これ らの感覚 について は,さ すが のベ ンジーで
も,格 別 に変 っていた り,敏 感 であった りす るよ うな ことはない。 む しろ常人
より鈍感 であ る。特 に1928年にあ っては,誕 生祝 いの ケーキ を食 べ て も,何 の
感興 も湧かないよ うだし,ジ ェイス ンや ミス ・クェンテ ィン と一緒 の食事 の場
で も,何 の味覚 も意識の表 には現 れて こない ようだ。 それ どころか,彼 自身の
ために買 って きて もらったケー キ も,ラ スター に幾切 れ も横取 りされ るし,夕
食 のテーブル は,ジ ェイスン とクェンテ ィンの悪 口雑言 の飛び交 う修羅場 とな
る。無力 なベ ンジー は,た だ飛 ばっち りを くらうだ けだ。"Whydon'tyoufeed
himinthekitchen.It'slikeeatingwithapig(68)"とい う,ク ェンティンの
毒舌 に見 るものが,ベ ンジーの食卓 の情景である。
た とえ味覚 に対 して は鈍感 だ とはいえ,上 の情 景 に比べれば,次 の各々3才






あ る い は ま た,キ ャ デ ィ の 結 婚 式 の 日 に 「目 や 鼻 を くす ぐ っ た(40)」強 烈 な ア
ル コ ー ル 飲 料 の よ う な も の も な い 。 彼 に 口 腹 の 楽 し み あ る い は刺 戟 を 与 え る も
の は,今 何 も無 い と い う こ と だ 。
触 覚 に 関 し て も同 様 の こ とが 言 え よ う。 か つ て の"IcouldfeelVersh'shead
(1898年,32>"や"Icouldhearherandfeelherchest〔going〕(1906-7年
頃,49)"と い っ た ス キ ン シ ッ プ の 感 覚 も,現 在 の 彼 に は,ま っ た く無 縁 の も の
とな っ て し ま っ た よ う だ 。
(e)そ の他 の感覚 ・第6感 な どにつ いて一 ーベ ンジー の鋭 い感 覚 の中の一 つ
に,い わ ば動物 的 カ ンの ような ものが あ る。 それ は,特 にキ ャデ ィが初 めて大
人 のセ クシュア リテ ィを体験 した際 に,敏 感 に作用 してい る。 この感 覚 は,視
覚 や聴覚 を超 えた ものであ る。 白痴 の彼 には,解 釈で きない ことは無数 にあ る
が,姉 のキ ャデ ィの変 化 だ けは,兄 の クェンテ ィンを含 めて他 の誰 に も 〈分 ら
ない こ と〉 さえ,分 り得 た のであ る。
だが現在 の1928年4月のベ ンジー には,そ の ようなカ ンを働 かせ る機会 はな
い。第1章 の4月7日 は,た だめ そめ そ と泣 きなが らラスター の後 をついて ま
わ るだけだ し,第3章 の4月6日 も,ジ ェイス ンの意識 の 中か ら判断 す る限 り,
何 らか の特別 の感性 を持 った人物 として は,捉 え られ ていない。(ジェイス ンの
意識 の中で は 〈ベ ンジー〉で もな けれ ば,〈弟〉で もない。単 にhimと い う代名
詞的存在(168ほか)で あ るか,GreatAmericanGelding(234)やthatdamn
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idiot(187)でしかな い。 た とえ名 を呼んで も,Benjyでな くBenと しか呼 ばれ
ていな い。そ して,こ とに よって は,彼 が食 わせてや ってい る と語 る 「6人の
黒んぽ(163,169)」の うちの1人 としてさえ,カ ウン トされてい るのか もしれ
ない 〔1928年4月の時点で コ ンプソン家 に属 す る黒人 は,テ キス トで判 明
す る限 りで は,デ ィル シー,T.P.,フロニー,ラ スター の4人 だけだ。5人 め
ゆ 　 　 　 　 や ロ 　 　
としてカ ウン トされ うるのは,そ の存在 が推測 され な くもな いラスターの父親
(58,59)だけ (19)。ただ これ は,推 測 にす ぎない し,ま たメ ンフ ィスへ出てい っ
てしまった はず(35)の ヴ ァー シュにして も,帰 って きた とい うフシはないの
で,5,6人 め は,や は り不明 であ る。 ただ,ジ ェインスの底意 地 の悪い毒舌
ぶりか らして,彼 の心 の中に は,一 家 の中の もう2人 の余計者 で あるベ ンジー
　 む 　
とク ェンティンの ことが念頭 にあって,特 に 「食 わせてや って いる6人 の黒 ん
ぼ(169)」とい う一句が 口を突 いて出 た とも考 え られ る【20)。〕
第4章 の4月8日 の全知 の視点 か ら見 た場合 で も,こ とさらに特別 な感覚 を
この日のべ ンジーに見 ることはない。本稿 の初 めの方 で記 した とお り,何 十 回
とな くうめ き声 や泣 き声 を発 しているだ けだ。 だが,彼 が泣 いた り黙 った りす
るの も,今 さら格別 な感 覚 による と言 えるほ どの もの はない。.彼の泣 き声 は無
視 された り傷 つけ られた りした悲 しみ を討 え る唯一 の表現方法 であ る。 ただ こ
の日の討 えは,周 囲 の人々の誰 にで も,容 易に察 しのつ くよ うな原因が あって
の帰結 で しか ない。 だが,作 品の結末 の部分 の泣 き方 は,凄 じい。馬車 を御 し
ている ラスターが(多 分 〔右折 した前方 にある はずの金物屋の店先 に⑳ 〕 ジェ












ここには,ベ ンジーの鋭敏 な一種 の方向感覚,遵 法感 覚,秩 序感覚 が示 されて
い るのだ ろう。(もっ とも,た だパ ター ンが破 られて泣いてい るだけか も知 れ な
い。)
また彼の何十回 とな く上 げる泣 き声 .(前述)は,コ ンプ ソン家 の"decaying
house(253)"や``paintlesshousewithrottingportico(264)"に,あるい は
反応 してい るか らか もしれ ない。(ただ これ にっいて は何 の根拠 もない。)少 な
くとも,彼 の泣 き声 は,こ の家の様相 に よ く相応 してい る とだけは言 えるだ ろ
う。 いずれ に して も,1928年の時点のベ ンジーに,特 別 の直感 や6感 の鋭 さを
見 て取 れ るほ どの もの は,テ キス トの上 で は読 み取 る ことはで きないだ ろう。
ベ ンジーの生 きて きた33年間の過程 は,そ の まま,〈喪失 の過程〉だ と言われ
てい る(22)。喪 失 した もの とは,諸 家 の指摘 にある とお り,白 痴 であ るため に失
って しまった諸機 能 を始 め,生 れ た時つ け られた名前,彼 名 義の牧場,唯 一の
愛情 の対 象で あったキ ャデ ィ,そ して彼 自身 の性器等で あった。 しか し,以 上
述 べ て きた ことか らすれ ば,彼 の失 った もの は,今 あ げた ものばか りで はない。
そ う,ベ ンジーの33年間 とは,彼 の持 っていた格 別 に鋭 か った諸感覚 の,喪 失
の過程 で もあったのだ。
(lll)
ベ ンジー の33年間 は,〈諸感覚 の喪失 の過程〉だ と言 った。 で は感覚 の喪 失 と
は,一 体 どうい うことにな るのだ ろうか。 それにつ いて は,ベ ンジーが年 を重
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ねるに従 って,純 粋 に機能的 に,感 覚的能力が衰 えて きたとい う原因 に帰せ ら
れるもの も,な くはないであ ろう。 しか し実 はそれ よ りも 〈感覚の対象 となる
ものの喪失〉に帰 因す ることが,よ り多かったので はないだろうか。 た とえば,
視覚に関 して言及 した"brightshapes"の喪失 を思い出 して もいい。 また,聴
覚の世界で も,彼 の33才の時点で は,快 い物音 は意識 にのぼ らない。 そ して臭
覚 の点で も,そ の感覚 を失なったように見 えた。 それ はその実,彼 の臭覚の対
象 とな るもの,つ ま り愛情 を感 じる ものが,失 なわれて しまったか らだ った。
食卓か らも,幸 福 な情景 は消 えて しまっていた。触覚 にして も,直 感 や6感 に
ついて も同様 だった。
このよ うに して本 稿で は,ベ ンジーが相当 に多 くの ものを失なった事実 を,
考察 する ことがで きた と言 ってよいだろう。 ただ,彼 の1928年の意識 を,他 の
年月にお ける意識 と対照 してみると,諸 家 の指摘 にある ものや,本 稿の上述 の
過程 で示す ことので きた喪失物 の他 に も,ま だ幾つか挙 げなければな らない も
のがあ る。
それ らも,1928年の意識 の中に上 るもの もあれ ば,か つて幼 い頃 は意識 に留
まった もので あ りなが ら,1928年の現在 の意識 には,上 って こない もの もあ る。
もっ とも,意 識 の中 を通過 す るものである以上 は,当 然前述 の視覚 をはじめ,
他の諸感覚 に関連 している。ただ,こ れ らの ものについては,ベ ンジー は,自
分の感覚 を殆 ん ど働かせ る こともな く,(ことさ ら意識 を働かせ る こともな く)
いわ ば,自 動的 に捉 えられ た ものばか りなのだ。 そ して,彼 の身近か にいっ も
存在す る日常的 な ものであった り,極 めて ささやかな ものにす ぎない。
以下で は,そ れ らの ものを取 りあげて,ベ ンジーが喪失 していった世界 の様
相 を,さ らに もうひ とつの面か ら検討 してみ よう。
彼 の身辺の世界が,崩 壊 して きている ことは,コ ンプ ソン家の屋敷 の荒廃 し
た姿 に もうかがえ ることだ った。 それ は母屋以外 に も見 ることがで きる。 ベン
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ジ ー の 意 識 に も,フ ェ ン ス の"brokenplace(12)"や,1900年頃 は"wentaround
(19)"した は ず な の に,今 で は"wentthrough(19)"する こ とが 可 能 に な っ て
し ま っ たbarnの"rooffalling(19)"などが 通 過 して い く。
次 に,比 較 的 目立 た な い もの だ が,常 時 ベ ン ジ ー の 身 辺 に あ っ て 重 要 な もの
の 中 に,動 物 た ち の 存 在 が あ る。1900年頃 の この 一 家 に は,複 数 の 豚(12)と,
少 な く も2頭 の雌 牛(19),そ し て馬 も3頭 い て,そ れ ら に はPrince,Queenie,
Fancyとい うふ う に,愛 情 の 込 も っ た 名 前 さ え与 え られ て い た(19)。ク ェ ン テ
ィ ン の死 ん だ1910年に は,こ れ ら に仔 牛(32)と 犬 のDan(33)が 加 わ る。 た
だ,豚 に つ い て は言 及 が な い 。(先 の仔 牛 が"pigpen"に い る こ とが,豚 の不
在 を暗 示 す るが,断 定 は で き な い 。)
そ れ が,コ ン プ ソ ン氏 の 亡 くな っ た1912年に な る と,単 数 扱 い の 雌 牛 と犬 の
Danと 馬 のFancyだ け しか,言 及 され て い な い(38)。豚 に つ い て は,"Thepig
pensmelledlikepigs"とあ り,それ に続 いて"Thecowstoodinthelot,chewing
atus・(38)"とあ る だ け だ。 こ の2つ の 文 のThepigpenとthelotが 同 じ も
の を示 す とす れ ば,豚 は匂 い が 残 っ て い る だ け で,今 は い な い の か も しれ な い 。
(敏感 な 臭 覚 を 持 つ ベ ン ジ ー で な く と も,豚 舎 の匂 い は,豚 が い て も い な くて も,
強 く感 じ取 る こ とが で き る だ ろ う。)馬に つ い て は,Queenieは1928年に も生 存
し て い る の で,こ の 時 点 で も存 在 。Princeは不 明 で あ る。1913年頃 の ロ ス カ ス
の 死 亡 時 に は,Blueと い う犬 が 言 及 さ れ る(37)。た だ し,こ れ はデ ィ ル シ ー た
ち が 飼 っ て い る犬 の よ うで あ る。
た だ,上 の 時 点 で の豚 やPrinceの在 ・不 在 とか,犬 のBlueの 飼 い 主 が 誰 で
あ る か とい っ た こ と は,重 要 な こ とで は な い。 問 題 は,か っ て この よ う に多 様
だ っ た 家 畜 や 愛 犬 が,1928年に は ま っ た くい な くな っ て し ま っ た(少 な く も意
識 に の ぼ らな い)と い う こ とで あ る。(ま た 第3,4章 に も書 か れ て い な い 。)
た だ 先 の 老 馬Queenieを除 い て 。 これ ら の こ と は,言 う まで もな く,ベ ン ジ ー
の世 界 の 重 要 な物 だ ち の 喪 失 を物 語 る もの で あ り,あ わ せ て コ ンプ ソ ン家 の(経
済 状 態 や)愛 情 の様 相 を物 語 る もの だ ろ う。 成 人 し た ジ ェ イ ス ン に と っ て,た
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とえ店 員 を していて も,生 き物 をい とお しむ気持 さえあれば,何 が しかの動物
を飼 って飼 えないわ けはない はず だか ら。
ベ ンジー は,植 物の名 前 については,敏 感で はない ようだ。花 の咲 くものな
ら何で もflowerであ りflowertreeである。後 の章で判明す る 〈梨〉の木 の名
も表現 し得 ない し,〈すいかず ら〉の名 も言 えない。 あの強烈 な芳香 を漂 わす初
夏の花,泰 山木(マ グノ リア)の 名前 も,彼 の意識 の中に入 って こない。 まし
て樹木 の名前 な ど,言 えるはずがない。 それ らは,た だの 〈木々〉で しか ない。
だか ら,大 好 きなキャデ ィの ことも,"smelledliketrees"としか表現 し得 な
い。 その木が どんな木 々なのか,読 者 には一 向 にわか らない{23)。
ただ し,ベンジーの意識 を通 り抜 けた花 の名 が2つ だけある。jimsonweed(朝
鮮朝顔:14,55)とdogfenne1(かみつれ もどき:56)だ。 しか もこれ らは,1928
年 の現在 になって初めて,彼 の耳 に 〈獲得 された もの〉 であ る。 だが周知 の と
お り,こ の2つ の花 は,悪 臭 を放 つ雑草で有毒 で さえある(24)。彼 の耳 に初 めて
残 った花 の名 が,こ の よ うな類 の ものであった とい うことも,ベ ンジーの今の
境遇 を まことによ く象徴す るもの と言 えよう。
以 上 の 他 に も,1928年の 現 在 で は,無 くな っ て し ま っ た もの や,変 質 して し
ま っ た も の が あ る。 特 に,幼 い 頃 の 彼 に,大 き な快 感 を与 え て くれ た もの で,
殆 ど"3種 の 神 器"と で も呼 び た い よ うな"thefireandthemirrorandthe
cushion(65,69)"は,無視 で き な い だ ろ う。 これ ら も,現 在 の 時 点 で は〈mirror>
は無 くな っ て し ま っ て い て,た だ 黒 々 と し た 部 分 が 壁 に残 っ て い る だ け だ。
一 方 〈火 〉は ,た と え 現 在 も燃 え続 け て い る に し て も,か つ て の"thebright,
smoothshapes(57,63)"でもな け れ ば,"TheFireandtheHearth"に見 る
よ う な,家 庭 的 な 愛 の 記 号 で もな い ㈹ 。 今 で は そ れ も変 質 して,ラ ス タ ー に よ
るベ ン ジ ー の い じ め の道 具 で あ っ た り(57～8),火 傷 の 原 因 に な っ た り し て い
る(59)。か つ て 火 は鏡 の 上 に 映 っ て い た り,母 親 の 宝 石 の 指 輪 の 上 に反 射 して
い た が(61),今 は ク ェ ン テ ィ ン嬢 の 目 と 口 に映 っ て い る だ け だ(66)。 も うひ
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とつの 〈cushion>は,今も書斎 の母親 の椅子 の上 にあるが(60),それが幼 い頃
の もの と同一 で あるか どうか は,分 らない。 ただかつてのように"llookedat
itandhushed(62)"とい うよ うな"泣 き声止 めの霊験"は 失 なわれてい るよ
うだ。 た とえベ ンジーの意識 の上 にそれが入 って も,泣 き止 まないの は,す ぐ
次の行 のうス ターの 「だ まれ」 とい う言葉 か ら(60),分るか らだ。
これ らの愛玩物 と異 な り,彼 が33才にな った時 の意識 の中 に初 めて登場す る
もの として,slipperがある。これ は当然幼 少の頃 の もの とは同 じであ るはず は
ないだ ろう。 誰 しも各 自の成 長 に伴 なって,履 き憂 えてい くものであ るのだか
ら。だが,そ んなス リッパでさえ,ク ェンティンによれば"thatolddirtyslipper
(68)"であ り,第4章 の視点 か ら見 る と,"awhitesatinslipper.Itwasyellow
now,andcrackedandsoiled(280)"といった代物 であ る。
こうしてみ る と,今 のベ ンジー の まわ りに残 された もの は,量 の面 で は大 幅
に減少 してい る し,質 の面 で も極 めて低 下 して無惨 な もの にな ってい ることが
理 解 され よ う。 この ような 日常 の中で,彼 は 「キ ャデ ィのかたみ を集 めて世 界
を構 築 しよう としてい る」㈱ として も,所詮 空 しい作 業 に終 るだ ろうこ とは,疑
問の余 地がない。 まこ とに哀れ な存 在で ある。
(1V)
作 品の第1章 に相 当す る4月7日 の夜 は,主 要 な人物の探求が一段落 して,
みな各 々 に満 た され て(27),ラス ター は25セン ト玉 を持 ってサーカスに行 き,ベ
ンジー は床 の中でキ ャデ ィの夢 を見 る。 クェンテ ィン嬢 は,こ の家 を飛 び出 し
て い く。 また作 品の第4章 の結 末で は,ベ ンジーが平穏 を取 り戻 す。 この こと
か らして,ベ ンジーの世界が充足 して ゆるぎない状 況 を示 す もの と解釈す る人
もあ る{28}。だが,本 稿で見 た とお り,彼 は喪失 に喪失 を重ね て きてい る。 また
満 されぬ欲求 を,絶 えず泣 き声 で討 えてい る。 だ とすれ ば,こ の静 けさ は,む
しろ単 なる感覚 の一時停止 に過 ぎないだ ろう。
ベ ンジーの喪失 は,コ ンプスン家 の喪失 を映 し出 し,ま た象徴 す るものであ
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った。 それ ばか りか,彼 の自己中心性(ナ ル シズム)も,変 化 に対応 で きない
有様 も,生 の流動性 を拒否す る精神的硬直化 も,コ ンプス ン家 の今 日を象徴す
る(29)。なお また,彼 の様相 は単 に現在 のみを映 すばか りでな く,未 来 をも予測
させ得 る もの とさえなっている。今後 のベ ンジーは1928年の時 点 よりも,な お
一層 多 くの もの を失 ってい くであ ろう。彼 の固有 の諸感覚 の対象 となる もの は,
順 々 に益々少な くなってい くだろうし,意 識 の中に留 まるもの も,そ こを通過
す るもの も,次 第 に益々少 な くな るに違いない。 また,前 に述べたように,彼
は門の外へ は二度 と出 られ ない とすれ ば㈹,例 の泣 き声 は一層騒々 しく,し か
も空 し く響 き続 けるで あ ろう。作品 の第1章 な らびに第4章 の終 りの部分 の静
けさは,コ ンプス ン家 を も巻 き込んでい く嵐 の前の静 けさで しかない。
こう してみる と,ベ ンジー は,歩 きまわれ ば歩 きまわるほ ど,コ ンプス ン家
の過去 と現在 と未来 の様 子が読者 に分 るようにな っている。意識 をすればす る
ほ ど,彼 に何 が失 なわれたかが分か って くるし,コ ンプス ン家 に何が失 なわれ
たか,そ して今後 も何 かが失 なわれ るだ ろうことが,分 るような仕掛 けになっ
ている。
ベ ンジー は白痴 であるゆえに,嘘 のつ けない名記録者 で,信 頼ので きる語 り
手 だ と言われている(31)。実際その ことに間違 いはない。だが,嘘 のつけない こ
とが美徳であ るか どうか は,誰 に も分 らない。ただ彼 は,余 りにも詳 細で,冗
舌で,そ して惨酷 なまで に正確な,記 録者で あ り語 り手 であ ることは,確 かで
ある。 どうや らベ ンジー は,彼 自身が惨 めな存在 としての一種の 〈被害者〉で
あるばか りでな く,世 界 を惨酷 に写 し出す 〈加 害者〉 に もな ってい ると考 える















{6)1989年「米 文 学 講 読 」(明 治 大 学,筆 者 担 当)の ク ラ ス の ペ ー パ ー(K渡 邉 提 出)
よ り。
この ク ラ ス で 触 発 さ れ た も の は 少 な くな か っ た 。 以 下 の 〔注 〕 の 中 で も,面 白
い 議 論 や 指 摘 に つ い て は,そ の 代 表 的 な もの に つ い て,記 し て お き た い 。
(7)StephenM.Ross,ibid.,p.169.(LawrenceThompsonの発 言((1963)と し
て)
(8)テ キ ス トはUii〃iamFattlkner,TlieSoundandtheFt`iy(1929,Penguin,1986)
p.32.なお 以 下 の 引 用 は こ の テ キ ス トに よ る。
(9)AndreBleikasten,ibid,♪.68.,ある い は,L.MoffitCecil,p.69-70.
(10)AndreBleikasten,ibid.,p.218.なお 彼 の 意 識 を 通 過 し て い く直 接 的 伝 達 部 分
は56%,間 接 的 な伝 達 部 は21%に な る とい う。
(ID－ 方,周 囲 が 暗 い た め に対 象 の 見 極 わ め が つ か な い 場 合 は,it(読者 に は ク ェ ン
テ ィ ン嬢 と分 か っ て い る,71)と 言 っ た り,"Wecouldn'tseethemwhenthey
werestillgoingaway(47)"とい う よ う に,視 覚 で は な く聴 覚 の み 作 用 し て い
る表 現 に な る 。
(12)学生 の ペ ー パ ー の 叩 に は,こ の 微 妙 な視 覚 の 働 ら き や,指 輪 に 反 射 し た 火 の 描
写 の 無 類 の 絶 妙 さ を 指 摘 し た も の も少 な くな い(K.酒 井,Y.森 田,M.重 田 ほ
か)。
(13)たと え ば,L.MoffittCecil,oP.cit,P71.学生 の ペ ー パ ー で も こ の 点 を 指 摘 し




♪.209.そして また フ ォー クナー 家 例 か ら は誠 に評 判 の 悪 い(TlieEaztlknerAlewsletter,
July-September,i989),FredericKarl著,IVillia2J2Fattlener:A2nei'ican"iriter,
ノ1BiograPlry(Weidenfeld&Niicolson,1989),p.326.ほか 。
同 こ う考 え た と こ ろで,改 め て 学 生 の ペ ー パ ー を読 む と,こ の 辺 の と こ ろ を見 事
に 指 摘 し て 議 論 し て い る も の が あ っ た(M,関 根)。
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(17}Confinementのテ ー マ に つ い て は,AndreBleikasten,op.cit.,カ.80.JamesT.
Matthews,TltePlayofPhztlkner'sLangztage(Cornell,1982),p.65.,Constance
C.Hall,Incest沈Faetllener(UMI,1986)p.54.
(18)学生 の ペ ー パ ー で も こ の 点 を指 摘 す る も の が 多 か っ た(M.瀬 戸,K.福 島,S.
山 田,T.下 面,M.山 ノ 内,F.馬 場)。
(19)大橋 健 三 郎,Annotationto"TkeSoundandthe・FUZゾ'(英潮 社,1972)pp.
91-2,にも,こ の あ た りの 謎 に つ い て,詳 し い 考 察 が な さ れ て い る。
伽 これ は学 生 の ペ ー パ ー(S.柿 沼,M.山 口)に 触 発 さ れ た も の 。 た だ 第3章 の 冒
頭(163)の ジ ェ イ ス ン の 発 言 に 限 れ ば 「6人 の 黒 ん ぼ 」 の 中 に ク ェ ン テ ィ ン(と
ベ ン ジ ー)を 含 め て 考 え るの は 困 難 で,ジ ェイ ス ンあ るい は作 家 自 身 の 単 な るconfusion
と も考 え られ る。
{2Dこ の 作 品 の 舞 台 とな っ た 現 実 のOxfordの 町 に は,粛 軍 兵 士 の 像 に 向 か っ て 進 行





㈱ 以 上 に あ げ た 花 の 他 にVerbena(Unvanqzイished)のよ う な 強 烈 な 香 りの 花 も考
え られ る。 こ の 点 に つ い て,ク ラ ス の学 生 た ち の 大 部 分 は,"自 然 な 素 朴 で 純 潔 な
匂 い"で あ ろ う と解 釈 し て い た が(H本 間,M.田 阪,T.久 保,A.宮 下,S.増 田,
M石 川,K.佐 生,M望 月 ほ か)恐 ら くこ れ が 一 番 正 し い で あ ろ う 。(甘 ず っ ぱ い
香 り を想 起 した 者 も少 な くな か っ た)
閻CalvinS,Brown,AGIossa2yOfFattlfener'sSoltth(Yale,1976)参照 。
(25)GoDown,Moses(1942)を構 成 す る こ の 一 篇 の 中 で は,火 が 愛 情 や 生 命 を 象






㈲ 作 者 自 身 の 付 け た"Appendix,CoMPsOll1699-1945"によ る と,ベ ン ジ ー は
母 親 の 死 後 た だ ち にJacksonの精 神 病 院 に 送 られ る こ と に な っ て い る が,こ の






A.本 注 記(19)に 記 した 「注釈 ブ ック レ ッ ト」 は大 変 な労 作 で あ り,今 日 な お示
唆 す る と ころが 多 い好 著 で あ る。 た だ教 室 で 何 十 人 か の 諸君 と一緒 に作 品 を読 んで
い る と,こ の好 著 に さ え も何 百 分 の一 か付 け加 え る こ との で きる よ うな読 み方 や思
い つ きに,出 会 う とい う幸 運 に恵 まれ た。 以 下,こ の 作 品 の第3章 に関 す る ものか
らほ ん の2～3の 例 を示 して お きた い。
p.175,1.41don'tmindyouwritingme…ジ ェイ ス ンがLorraineに対 して,「手
紙 はい いが 電 話 はか け るな」とい う理 由 につ い て,〈手 紙 な ら彼 自身 が局 で受 け取 れ
るので,他 人 に秘 密 が知 られ な い か ら〉 と考 え るの は容 易 だ ろ う。 そ の他 に(学 生
の意 見 の とお り),彼 の性 格 か ら して,1)電 話 だ と一 々 応侍 して 喋 らな けれ ば な ら
な い こ とが厄 介 で あ る こ と,2)電話 の 方 が金 が か か るので,ll.15～7のよ うな金 銭
感 覚 の持 ち主 に は な じまぬ伝 達 手 段 だ か ら,で はあ る まい か。
p.185,LgItwasSatdaymorning,becguse…,ジェイ ス ンが 土曜 の午 前 中店 に
い たの は,週 末 の ためNewYorkの 商 品 取 引 所 が 休 み(あ るい は郵 便 電 信 局 も?)
で あ る た め に,店 をサ ボ ラな か った か らで はな い か。
B.ベン ジー とジ ェイ ス ン は誰 の彼 処 か?(学 生 の抱 い て い るイ メー ジ 〔Dec.1989〕
か ら)
ベ ンジー:ダ ス テ ィ ン ・ホ フマ ン,芦 屋 雁 之 助,松 田 洋 治,柄 本 明,ガ ッツ石 松,
布 施 博,小 林 薫,坂 上 忍,坂 東 英 二,矢 崎 しげ る,木 梨 憲竹,野 村 宏 伸,尾 美 と し
の り,川 野太 郎,諸 星 和 己.渡 辺 徹,西 田俊 行,万 屋 錦 之 介,雁 屋小 雁,宮 川 一 朗
太 ほか 。
ジ ェイ ス ン=ジ ャ ッ ク・ニ コル ソ ン,長 塚 京 三,中 尾 あ き ら,風 間杜 夫,時 任 三 郎,
佐 藤 慶,根 津 甚 八,荻 原 流 行,古 舘一 郎,泉 谷 しげ る,大 竹 ま こ と,佐 藤B作,岸
部 一徳,石 橋 貴 明,田 村 正和,桑 名 ま さひ ろ,原 田芳 雄,か が た け し,芦 屋 小 雁 ほ
か。
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